
アーカイブズ

　
　沖縄戦時、塩屋集落では、ほぼすべての家屋が焼失し、その跡地に米軍が駐留しました。住民の大半は収容所に入れられ、1946
年（昭和 21）5月に塩屋に戻って集落の再建にとりかかりました。この写真には、建て直された家屋や米軍のコンセット（かまぼ
こ型兵舎）が見えます。東シナ海沿いを走る道は、現・国道58号。丘陵部にあった段々畑は今では耕作されなくなって草木に覆われ、
海岸線も埋立てられて景観は変化しています。

大宜味村塩屋の集落　1948 年から 1950 年頃
ウィリアム・ジェンキンス文書【0000033548-1196】より
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公
文
書
館
の
し
ご
と　

第
4
回

閲
覧
業
務

　

公
文
書
館
の
中
で
も
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
い
ち
ば
ん
身
近
な
場
所
が
閲
覧
室
で
す
。
閲
覧
ス

タ
ッ
フ
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
閲
覧
申
請
を
受
付
け
た
り
、
資
料
を
お
出
し
す
る
ほ
か
、
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
シ
リ
ー
ズ
第
四
回
と
な
る
今
回
は
「
閲
覧
業
務
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
ま
す
。

検索結果を示しながら資料を選んでいた
だきます。また、閲覧申請の方法なども
ご案内します。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

　

利
用
者
は
、
様
々
な
目
的
で
閲
覧
室
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。閲
覧
ス
タ
ッ
フ
は
、

ど
ん
な
資
料
を
探
し
て
い
る
か
聞
き
取
っ

て
、
検
索
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム
や
閲
覧
用

機
器
の
利
用
方
法
な
ど
を
ご
案
内
し
ま

す
。閲
覧
室
で
の
対
面
相
談
だ
け
で
な
く
、

電
話
や
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
も
受
付
け
ま
す
。

Ｑ­

自
分
が
日
本
復
帰
前
の
米
軍
基
地
内

で
働
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
録
は
あ
る

か
。

Ｑ
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
）
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
行
わ
れ
た
沖
縄
で

の
聖
火
リ
レ
ー
の
コ
ー
ス
や
中
継
地
が
分

か
る
資
料
は
な
い
か
。

軍雇用員カード

Ａ
「
社
会
体
育
に
関
す
る
書
類
一
九
六
四

年
度
02
」
の
簿
冊
に
あ
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
聖
火
沖
縄
リ
レ
ー
計
画
」
と

い
う
資
料
は
、
中
継
の
地
点
や
時
刻
の
一

覧
表
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
予
定
表
で
す
の
で
、
本
番
で
ど

の
よ
う
に
進
行
し
た
か
を
知
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
ご
参
考
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
資
料
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
資

料
目
録
検
索
か
ら
画
像
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「オリンピック東京大会聖火沖縄リレー計画」 　　                       　
【RDAE010889】

　

利
用
の
多
い
ト
ピ
ッ
ク
や
資
料
群
に
関

す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
パ

ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
（
道
案
内
）
を
作
成
し
、

提
供
し
て
い
ま
す
。・

閲
覧
室
へ
よ
う
こ
そ

・
は
じ
め
て
の
公
文
書
館

・
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ま
へ

・
米
国
収
集
資
料

・
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
文
書

・
対
米
国
民
政
府
往
復
文
書

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ツ
ー
ル
を

                   

作
成
し
て
い
ま
す
。

〈 

閲
覧
室
で
も
ら
え
ま
す 

〉

・
地
籍
調
査
関
係
資
料

・
家
譜

・
新
聞
資
料

・
軍
雇
用
員
カ
ー
ド

・
空
中
写
真

・
写
真
資
料

・
沖
縄
戦
関
係
資
料

こ
ん
な
質
問
、
あ
り
ま
し
た

Ａ
「
軍
雇
用
員
カ
ー
ド
」
が
あ
り
ま
す
。

一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
）
以
降
、
在

沖
米
軍
施
設
に
働
く
沖
縄
住
民
の
労
務
管

理
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
個
人
別
の
労
務

記
録
カ
ー
ド
で
す
。

　

当
館
は
、
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
）

～
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
）
ま
で
の

約
二
十
万
枚
の
カ
ー
ド
を
保
存
し
、
利
用

に
供
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
に
は
、
氏
名
、

生
年
月
日
や
本
籍
地
、
採
用
年
月
日
、
職

種
や
所
属
、
勤
務
履
歴
、
離
職
理
由
等
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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行政利用での閲覧の様子。

資料を傷めないように慎重に書架から取
り出します。

オーバーヘッドスキャナーを用いて資料を押
さえつけずにコピーをします。

出
版
物
等
掲
載
許
可

資
料
の
複
写

利
用
制
限
の
審
査

資
料
の
出
納

　

閲
覧
室
内
の
参
考
資
料
室
は
自
由
に
閲

覧
で
き
ま
す
が
、
所
蔵
資
料
の
ほ
と
ん
ど

は
書
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

閲
覧
ス
タ
ッ
フ
は
、
閲
覧
申
請
の
あ
っ

た
資
料
を
書
庫
か
ら
出
し
て
提
供
し
、
利

用
後
は
再
び
書
庫
に
返
却
し
ま
す
。

　

閲
覧
申
請
さ
れ
た
資
料
に
は
、
個
人
や

法
人
等
の
権
利
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

情
報
（
学
歴
、
職
歴
、
信
仰
、
門
地
、
事

件
・
人
権
侵
害
の
被
害
な
ど
）
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

閲
覧
ス
タ
ッ
フ
は
、
資
料
の
内
容
を
慎

重
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
規
則
に
基
づ
い
て
利

用
に
供
し
て
よ
い
か
審
査
し
ま
す
。

複
写
申
請
の
あ
っ
た
資
料
は
、
資
料
へ

の
負
荷
が
少
な
い
複
写
機
を
用
い
て
閲
覧

ス
タ
ッ
フ
が
コ
ピ
ー
し
ま
す
。

ま
た
、、
遠
隔
地
か
ら
の
複
写
申
込
み

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
資
料

コ
ー
ド
と
複
写
範
囲
が
特
定
で
き
て
い
る

場
合
に
限
り
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
Ａ

２
サ
イ
ズ
以
上
の
大
型
紙
資
料
は
指
定
業

者
へ
の
複
写
依
頼
と
な
り
ま
す
。

資
料
に
よ
っ
て
は
、
利
用
者
が
持
参
し

た
パ
ソ
コ
ン
に
デ
ー
タ
を
取
り
込
ん
だ

り
、
持
ち
込
み
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

閲
覧
や
複
写
以
外
に
、
次
に
掲
げ
る
よ

う
な
方
法
で
資
料
を
使
用
す
る
場
合
、「
出

版
物
等
掲
載
許
可
申
請
」
の
手
続
き
を
ご

案
内
し
ま
す
。

　

閲
覧
ス
タ
ッ
フ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、

著
作
権
そ
の
他
の
個
人
又
は
団
体
の
権
利

利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
、

申
請
者
が
当
該
個
人
又
は
団
体
か
ら
必
要

な
承
諾
を
書
面
で
得
て
い
る
こ
と
な
ど
を

確
認
し
、
許
可
し
ま
す
。

沖
縄
県
職
員
の
み
な
さ
ん
は
、
業
務
上

の
理
由
か
ら
、
過
去
の
公
文
書
を
閲
覧
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。閲
覧
ス
タ
ッ
フ
は
、

公
務
で
文
書
を
利
用
す
る
旨
の
申
請
書
を

確
認
し
、
閲
覧
、
借
用
、
複
写
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

（
１
）­

書
籍
、
雑
誌
等
の
出
版
物
、
新
聞
そ
の
他

の
頒
布
用
印
刷
物
へ
の
掲
載

（
２
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

（
３
）­

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
で
の
放
映
又
は
、
映

写
会
で
の
上
映

（
４
）­

展
示
会
で
の
展
示
又
は
講
演
会
等
で
の
投

影
、
配
布

（
５
）­

前
号
ま
で
の
他
、
公
衆
へ
提
示
又
は
提
供

す
る
行
為

行
政
利
用

利用制限情報のあるページを袋掛けした
り（上）、マスキング処置をして（左）
利用に供します。

みなさんのご利用、お待ちしてます！

開館時間：9：00 ー 17：00
　　　　　　※閲覧申請の受付は 16：30 まで。
休館日：月曜・祝日・慰霊の日（6 月 23 日）・年末年始
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平
成
三
〇
年
三
月
に
開
催
し

た
沖
縄
県
公
文
書
館
国
頭
村
移

動
展
で
ご
紹
介
し
た
、
国
頭
村

ゆ
か
り
の
た
く
さ
ん
の
写
真
資

料
。
会
期
終
了
後
、
そ
の
中
に

ご
自
身
が
写
っ
て
い
た
と
聞
い

た
廣
川
さ
ん
と
お
母
様
の
幸
子

さ
ん
が
来
館
な
さ
い
ま
し
た
。　

私とアーカイブスⅨ 廣川朋美さん
仲尾幸子さん

廣
川
さ
ん　
「
あ
ん
た
が
写
っ
て
い

る
よ
」
と
展
示
を
見
た
幼
な
じ
み
か

ら
連
絡
を
受
け
て
驚
き
ま
し
た
。
こ

の
ラ
ン
パ
ー
ト
道
路
竣
工
式
の
日
は

と
て
も
暑
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
私
は
ラ
ン
パ
ー
ト
高
等
弁
務

官
や
国
場
幸
太
郎
さ
ん
（
国
場
組
社

長
）
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る
時
に
ハ

サ
ミ
の
受
け
渡
し
を
し
ま
し
た
。
と

て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
お
友
達
は

テ
ー
プ
を
持
つ
係
で
し
た
。

写
真
を
見
て
「
そ
う
い
え
ば
踊
り
も
し

た
ね
」
と
思
い
出
し
ま
し
た
。
か
ぎ
や

で
風
を
踊
っ
た
と
思
い
ま
す
。
踊
り
は

辺
土
名
に
あ
っ
た
料
亭
「
お
き
つ
」
の

女
将
さ
ん
に
教
わ
り
ま
し
た
。
四
つ
竹

は
竹
を
拾
っ
て
き
て
自
分
た
ち
で
工
夫

し
て
作
り
ま
し
た
よ
。

仲
尾
さ
ん　

鏡
地
区
婦
人
会
は
エ
イ

サ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。
羽
地
集
落
に

習
い
に
行
っ
て
、
１
カ
月
間
練
習
し
ま

し
た
。
当
時
は
ラ
ジ
オ
も
無
い
し
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
こ
と
が
無
い
人

ば
か
り
だ
か
ら
合
わ
せ
る
の
が
大
変
で

し
た
よ
。
ラ
ン
パ
ー
ト
夫
妻
は
、
奥
間

に
あ
っ
た
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
（
米
軍
保

養
施
設
）
に
週
末
よ
く
来
て
、
自
転
車

に
乗
っ
て
近
辺
を
走
っ
て
い
ま
し
た
。

本
当
に
な
つ
か
し
い
。
こ
ん
な
資
料
が

残
っ
て
い
る
の
は
良
い
こ
と
で
す
ね
。

当
館
の
管
理
業
務
は
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化
振
興
会
が
実
施

し
て
い
ま
す
（
館
外
貸
出
の
許
可
、
寄
託
文
書
の
受
入
、
行
政
財
産
の
使
用
許
可
等
の
業
務

を
除
く
）。
平
成
二
十
九
年
度
指
定
管
理
事
業
の
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
収
集
業
務

　

沖
縄
県
文
書
（
沖
縄
県
の
機
関
が
作
成
・

収
受
し
保
存
期
間
が
満
了
し
た
文
書
等
）­

を

三
二
〇
一
箱
、行
政
刊
行
物
を
一
九
一
四
冊
、

そ
の
他
個
人
や
団
体
か
ら
一
〇
五
点
の
文
書

等
を
収
集
し
ま
し
た
。

◆
評
価
選
別
業
務

　

収
集
し
た
文
書
等
を
評
価
し
、
歴
史
資
料

と
し
て
重
要
な
も
の
を
選
別
し
ま
し
た
。
沖

縄
県
文
書
五
〇
七
三
箱
、
沖
縄
関
係
資
料
六

箱
を
評
価
選
別
し
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、

沖
縄
県
文
書
が
保
存
一
三
八
六
箱
、
一
部
保

存
九
三
三
箱
、
廃
棄
二
七
五
四
箱
、
沖
縄
関

係
資
料
が
保
存
六
箱
と
な
り
ま
し
た
。

◆
整
理
業
務

　
「
保
存
」
と
評
価
し
た
文
書
等
の
う
ち
、
沖

縄
県
文
書
等
五
四
四
九
簿
冊
、
行
政
刊
行
物

一
〇
二
五
件
を
整
理
し
て
公
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
原
本
の
劣
化
防
止
用
に
作
成
し
た
代

替
物
四
一
三
点
の
目
録
を
整
備
し
て
利
用
に

供
し
ま
し
た
。

◆
保
存
業
務

　

低
酸
素
濃
度
処
理
に
よ
る
殺
虫
処
理
、
簡

易
補
修
・
綴
じ
直
し
等
の
作
業
一
四
八
件
、

「
一
筆
地
調
査
図
」
二
四
〇
冊
分
の
保
存
容

器
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
酸
性
レ
ベ
ル

の
高
い
映
像
フ
ィ
ル
ム
四
四
〇
リ
ー
ル
に
対

し
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
及
び
酢
酸
ガ
ス
放
散
措

置
を
行
い
ま
し
た
。

◆
代
替
化
業
務

　

原
資
料
の
劣
化
予
防
対
策
と
し
て
、
紙
資

料
一
〇
五
点
（
琉
球
政
府
文
書
九
十
九
点
、

沖
縄
県
文
書
四
点
、
そ
の
他
資
料
二
点
）、

映
像
資
料
五
十
六
点
、
音
声
資
料
七
十
七

点
、
計
二
三
八
点
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
ま

し
た
。

◆
閲
覧
業
務
・ 

普
及
広
報
業
務

入
館
者
は
一
万
四
〇
二
二
人
、
閲
覧
室
の

入
室
者
数
は
四
七
〇
八
人
、
常
設
展
の
入
室

者
は
九
三
一
四
人
、
国
頭
村
移
動
展
の
観
覧

者
は
三
八
四
人
で
し
た
。

ま
た
、
公
文
書
館
や
所
蔵
資
料
に
関
す
る

講
演
会
、
講
座
等
を
開
催
し
計
四
八
三
人
が

来
館
し
ま
し
た
。

1970 年 8 月 9 日 国頭村鏡地の約 1km の道路舗
装竣工を祝った。前列右から二番めが廣川さん。

【USCAR 広報局写真資料 22-2　70-41-2】
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新
規
公
開
文
書
の
お
知
ら
せ

閲
覧
室
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す

■
沖
縄
県
福
祉
保
健
部
福
祉
・
援
護
課
文
書

 

沖
縄
県
は
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
や
恩
給
法
等
に
基
づ
き
、公
務
上
負
傷
、

疾
病
、
死
亡
し
た
軍
人
軍
属
等
ま
た
は
そ
の

遺
族
に
対
し
て
年
金
や
一
時
金
を
支
給
す
る

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
戦
没
者
等
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
の

支
給
に
関
す
る
文
書
（
一
〇
九
冊
）

　
「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
」
と
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
公
務
等
の

た
め
に
国
に
殉
じ
た
軍
人
、
軍
属
及
び
準
軍

属
の
遺
族
に
対
し
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め

に
支
給
す
る
も
の
で
、
同
一
の
戦
没
者
等
に

関
し
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給

者
が
い
な
い
戦
没
者
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま

す
。 

　

本
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
戦
没
者
等
の
遺
族
か

ら
市
町
村
長
を
経
由
し
て
県
に
提
出
さ
れ
た

特
別
弔
慰
金
の
請
求
書
類
を
裁
定
し
、
所
管

大
臣
に
進
達
す
る
事
務
に
関
連
す
る
文
書
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
特
別
弔

慰
金
審
査
票
」「
特
別
弔
慰
金
請
求
書
」
及

び
添
付
書
類
、「
特
別
弔
慰
金
裁
定
通
知
書
」、

特
別
弔
慰
金
裁
定
取
消
及
び
却
下
関
係
文
書

な
ど
で
す
。

■
沖
縄
関
係
資
料

▼
三
木
健
文
書
（
一
点
）

　

日
本
復
帰
後
初
の
県
知
事
を
務
め
た
屋
良

朝
苗
氏
の
知
事
退
任
式
及
び
記
者
会
見
の
際

の
音
声
記
録
で
す
。
当
時
琉
球
新
報
記
者
と

し
て
取
材
し
た
三
木
健
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
屋
良
氏
は
復
帰
に
伴
い
表
面
化
し
た

多
様
な
課
題
を
「
複
雑
に
し
て
怪
奇
、
矛
盾

の
塊
の
よ
う
」
と
語
り
、「
沖
縄
の
運
命
打

開
に
は
鈍
角
的
な
態
度
が
い
い
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

▼
エ
ド
ワ
ー
ド・フ
ラ
イ
マ
ス
文
書
（
五
点
）

　

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
総
務
部
長
や
渉
外
局
長

等
の
要
職
に
あ
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｏ
・

フ
ラ
イ
マ
ス
氏
（
一
九
一
九
‒
二
〇
〇
一
）

が
一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
）
か
ら

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十
五
）
頃
に
か
け
て

沖
縄
各
地
で
撮
影
し
た
カ
ラ
ー
・
フ
ィ
ル
ム

で
す
。
糸
満
綱
引
き
、
糸
満
ハ
ー
レ
ー
、
知

念
半
島
、
バ
ッ
ク
ナ
ー
・
ビ
ル
な
ど
が
映
っ

て
い
ま
す
。

平
成
三
〇
年
三
月
～
平
成
三
〇
年
六
月

■
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
法
務
局
文
書

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
文
書
と
は
、一
九
五
〇
年（
昭

和
二
十
五
）
十
二
月
か
ら
一
九
七
二
年
（
昭

和
四
十
七
）
五
月
ま
で
の
間
に
、
米
国
政
府

の
出
先
機
関
で
あ
っ
た
琉
球
列
島
米
国
民
政

府
が
作
成
ま
た
は
収
受
し
た
資
料
群
で
す
。

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
法
務
局
は
、
沖
縄
に
お
け
る

司
法
・
立
法
制
度
の
整
備
の
ほ
か
、
米
国
政

府
が
使
用
す
る
土
地
の
整
備
と
財
産
管
理
な

ど
を
主
な
任
務
と
し
ま
し
た
。
今
回
公
開
し

た
の
は
次
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

▼
土
地
部
文
書
（
三
十
五
冊
）

　

土
地
部
の
庶
務
に
関
す
る
文
書
や
写
真
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
琉
球
財
産
管
理
課
文
書 （
一
八
九
〇
冊
）

　

市
町
村
財
産
に
関
す
る
文
書
、
財
産
の
経

理
に
関
す
る
文
書
、請
求
権
に
関
す
る
文
書
、

土
地
登
録
カ
ー
ド
、
土
地
賃
貸
契
約
書
、
領

収
書
、
支
払
証
書
、
宮
古
島
、
大
東
島
に
関

す
る
文
書
、
土
地
問
題
に
関
す
る
文
書
、
米

軍
演
習
地
に
関
す
る
文
書
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

▼
土
地
収
用
課
文
書
（
八
三
三
冊
）

　

土
地
収
用
課
の
予
算
や
政
策
に
関
す
る
文

書
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
琉
球
列
島
米
国
土
地
裁
判
所
文
書 

（
一
七
一
冊
）

　

漁
業
請
求
権
に
関
す
る
文
書
、
訴
訟
に
関

す
る
文
書
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

大浦湾における陸軍弾薬庫建設計画図（1966年）　
「（00223-002） Land Acquisition Files, 1967.　Kushi-son, Oura Wan (Army).」より【0000101992】

綱を引く人々　1950年頃
「The Film of Edward O.Freimuth」より【0000137984】
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こ
の
写
真
に
は
、
一
九
二
二
年
（
大
正

十
一
）
に
役
場
構
内
に
建
立
さ
れ
た
、
鰹
漁

業
創
始
功
労
記
念
碑
が
見
え
ま
す
。
座
間
味

の
鰹
漁
業
と
鰹
節
製
造
業
は
、
一
九
〇
一
年

（
明
治
三
十
四
）、
当
時
の
座
間
味
間
切
長

（
今
で
い
う
村
長
）
松
田
和
三
郎
ら
が
始
め

た
も
の
で
、
沖
縄
県
人
に
よ
る
創
業
の
草
分

け
と
な
り
ま
し
た
。
碑
面
に
は
、
創
業
か
ら

成
功
に
至
る
ま
で
の
歴
史
と
功
労
者
の
氏

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

鰹
節
製
造
業
は
、
座
間
味
村
の
重
要
な
産

業
と
な
り
、
沖
縄
戦
に
よ
り
一
時
中
断
し
ま

す
が
、
ま
も
な
く
再
開
さ
れ
て
戦
後
復
興

を
支
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
若
者

が
島
を
離
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

後
継
者
が
不
足
し
、
一
九
七
六
年
（
昭
和

五
十
一
）、
最
後
ま
で
操
業
し
て
い
た
開
宝

丸
組
合
の
解
散
に
よ
り
、
鰹
節
製
造
業
の
歴

史
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

沖縄県公文書館だより Archives 第 55 号

座間味村の子どもたち　1964 年 5 月 18 日
【琉球政府関係写真資料 026　007193】

座間味村は、沖縄本島の西方およそ 40 キロメートルにある慶良間
諸島の一部から成る村で、有人島は座間味島・阿嘉島・慶留間島です。
総面積は 16.74 平方キロメートル、人口は 926 人です（平成 30 年 4
月現在）。透明度の高い海と美しいサンゴ礁があり、観光業がさかん
ですが、かつては鰹節製造業で栄えた歴史があります。

座間味琉米文化会館建設のための弁務官資金下附に関する陳情　1960年3月31日　「Zamami Islamd Community Hall」より
USCAR文書（第二次世界大戦米占領司令部文書）【0000044895】

座
間
味
村
は
、
戦
後
に
な
っ
て
も
文
化

的
な
会
合
が
で
き
る
施
設
が
な
く
、
鰹
節

共
同
加
工
場
な
ど
を
借
り
て
い
ま
し
た
。　
　
　

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
）、
村
に

社
会
教
育
主
事
が
置
か
れ
る
と
、
映
写
会

や
生
活
学
級
の
開
催
が
増
え
て
、
専
用
施

設
の
建
設
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
社
会
教
育
主
事
ら
は
、
那
覇
琉
米
文

化
会
館
の
移
転
解
体
で
生
じ
る
廃
材
を
用

い
る
考
え
で
し
た
。
後
に
、
米
国
民
政
府

の
高
等
弁
務
官
資
金
を
活
用
す
れ
ば
、
廃

材
に
頼
ら
ず
と
も
建
設
で
き
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
高
等
弁
務
官
資
金
と
は
、

資
金
難
の
市
町
村
の
事
業
に
対
し
て
、
高

等
弁
務
官
が
交
付
し
た
資
金
で
す
。

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
）
三
月
、

村
が
資
金
交
付
を
陳
情
し
た
時
の
文
書
が

残
っ
て
い
ま
す
。
陳
情
書
の
末
尾
に
は
同

村
出
身
で
八
重
山
群
島
知
事
や
琉
球
政
府

立
法
院
議
長
な
ど
を
務
め
た
安
里
積
千
代

の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
安
里
は
署
名
す
る

だ
け
で
な
く
「
同
村
出
身
者
と
し
て
本
陳

情
の
趣
旨
ヲ
容
れ
ら
れ
ま
す
よ
う
特
ニ
お

願
し
ま
す
」
と
書
き
加
え
て
い
ま
す
。

同
年
十
一
月
に
資
金
が
交
付
さ
れ
、

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
）
六
月
に
待

望
の
施
設
「
座
間
味
村
琉
米
文
化
会
館
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
会
館
は
、
多
く
の
会

合
に
利
用
さ
れ
、
館
内
に
配
架
さ
れ
た
寄

贈
図
書
に
は
、
学
校
帰
り
の
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
り
ま
し
た
。

鰹漁業創始功労記念碑　1964 年 4 月 30 日
【琉球政府関係写真資料 025　006895】

第 9 回 座間味村
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南
風
原
町
立
北
丘
小
学
校
三
年
生
の
総

合
学
習
「
南
風
原
町
お
宝
発
見
隊
」
は
、

地
域
に
あ
る
「
お
宝
」
を
知
り
、
居
住
す

る
地
域
に
誇
り
を
も
ち
、
お
宝
の
活
用
を

自
分
で
考
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
当
館

も
、
南
風
原
町
の
十
二
の
「
お
宝
」
の
一

つ
と
し
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
こ
の
取

組
み
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
沖
縄
県
公
文
書
館
」
を
お
宝
に
選
ん

だ
児
童
ら
は
、
一
学
期
か
ら
当
館
に
つ
い

て
調
べ
始
め
、
新
聞
の
形
に
ま
と
め
て
い

き
ま
す
。「
お
宝
」
に
携
わ
る
人
を
「
名

人
さ
ん
」
と
呼
び
、
当
館
の
専
門
員
は
、

名
人
さ
ん
と
し
て
児
童
の
さ
ま
ざ
ま
な
質

問
に
答
え
ま
す
。「
な
ぜ
公
文
書
館
が
つ

く
ら
れ
た
の
か
」「
書
庫
の
仕
組
み
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
」
︱
。

三
学
期
、
児
童
ら
が
こ
う
し
て
調
査
を

重
ね
た
内
容
を
、
他
の
班
の
児
童
に
伝
え

る
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
名
人
さ
ん
も
、

こ
の
発
表
会
に
招
か
れ
ま
す
。
一
年
近
い

交
流
を
通
し
て
当
館
の
大
切
さ
を
知
っ
た

児
童
ら
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
当
館

を
活
用
し
て
く
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。

平
成
三
〇
年
三
月
七
日
か
ら
十
一
日
ま

で
、
国
頭
村
、
国
頭
村
教
育
委
員
会
の
ご

協
力
の
も
と
、
国
頭
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
、
公
文
書
館
移
動
展
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
館
所
蔵
の
国
頭
関
係
資
料
を
、

一
六
〇
点
の
写
真
を
中
心
に
展
示
し
な
が

ら
戦
後
を
た
ど
る
内
容
で
、
三
八
四
名
の

み
な
さ
ん
が
来
場
さ
れ
、
懐
か
し
い
人
や

風
景
を
見
な
が
ら
戦
後
の
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。

関
連
企
画
「
知
っ
て
ほ
し
い
国
頭
の
お

も
し
ろ
さ
」
と
題
し
た
宮
城
樹
正
さ
ん
の

講
演
会
（
三
月
一
〇
日
）
は
七
〇
名
が
詰

め
か
け
、
当
館
所
蔵
資
料
を
駆
使
し
て
作

成
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
も
と
に
解
説
さ
れ
る

歴
史
の
深
さ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
三
〇
年
五
月
二
十
八
日
、
当
館
講

堂
で
、
南
部
地
区
の
沖
縄
県
出
先
機
関
を

対
象
に
、
文
書
担
当
者
の
会
議
が
開
か
れ

ま
し
た
。
二
十
七
名
の
県
職
員
が
参
加
し
、

総
務
私
学
課
か
ら
、
沖
縄
県
に
お
け
る
公

文
書
管
理
法
へ
の
対
応
、
文
書
管
理
に
係

る
当
面
の
取
組
方
針
、
出
先
機
関
の
課
題

と
し
て
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
利
用
と
操

作
研
修
に
関
す
る
事
項
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
公
文
書
館
の
役
割
と
廃
棄

文
書
引
渡
し
の
意
義
を
学
ん
だ
後
、
館
内

見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
引
き
続
き
、
六
月
中
に

中
部
・
北
部
・
宮
古
・
八
重
山
の
各
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
説
明
会
の
終
了
後
は
、

文
書
の
引
継
ぎ
、
廃
棄
協
議
の
済
ん
だ
文

書
を
公
文
書
館
へ
引
渡
す
「
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
が
始
ま
り
ま
す
。

公
文
書
館
ダ
イ
ア
リ
ー

■ 

国
頭
村
移
動
展
「
公
文
書
館
資
料
に
み

る  

く
ん
じ
ゃ
ん  （
国
頭
）」

■ 

沖
縄
県
の
各
地
区
出
先
機
関
等
に
お
け

る
文
書
管
理
に
関
す
る
会
議

児童が作成した「公文書館新聞」
公文書館の特徴や修復の様子などがまとめられています。

書庫の様子を映像で見せ、説明しました。

当館講堂での会議の様子

発表会では児童らがそれぞれ公文書館について印象深
かったことなどをポスターにして発表します。

展示会場で講演する宮城さん
　　　　　　　　　　（国頭村文化財保存調査委員 委員長）

総
合
学
習
「
南
風
原
町
お
宝
発
見
隊
」

に
協
力
し
て
い
ま
す

”

“
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安里

識名

那覇 与那原

西原

沖縄県公文書館

モノレール首里駅

沖縄自動車道

鳥堀

那覇IC

識名園

那覇市民体育館

那覇バス新川営業所

沖縄県医師会館

国道329号

新川

上間 兼城

新川（南）

県立南部医療センター・
こども医療センター

すべて
入場無料

公文書館に行こう！
9 月以降のイベント　ごあんない

所 蔵 資 料 展

公文書管理講座　
相模原市の公文書館のつくりかた

所蔵資料展　
むかし沖縄－戦前の資料あれこれ

10 月 27 日 ( 土 )　午後 2時～３時 30分­­
①『海の民　沖縄島物語』（1942 年制作）
②『起ち上がる琉球』（1953 年制作）
定員 80人・予約制

六
月
十
六
日
、「
慰
霊
の
日
」
関
連
企

画
と
し
て
、
当
館
講
堂
で
上
映
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
台
風
六
号
の
接
近
で
荒
れ
模

様
の
天
気
な
が
ら
、
九
十
四
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。

戦
時
体
制
下
の
日
本
で
、
沖
縄
へ
の
関

心
を
高
め
る
た
め
に
製
作
さ
れ
た
短
編
映

画
「
沖
縄
」、
沖
縄
侵
攻
作
戦
で
上
陸
し
た

米
軍
が
撮
影
し
た
「Battle­for­Okinaw

a­
No.3

」、
終
戦
後
も
米
国
統
治
下
に
置
か

れ
た
沖
縄
の
縮
図
と
も
い
え
る
伊
江
島
で

反
戦
平
和
の
闘
い
を
続
け
た
阿
波
根
昌
鴻

さ
ん
を
描
い
た
「
人
間
の
住
ん
で
い
る
島
」

の
三
本
を
上
映
し
ま
し
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
は
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
映
像
は
、
閲
覧
室
で
も
視
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

9 月 28 日 ( 金 )　午後 2時～３時 30分
講師：飯田生馬（相模原市立公文書館長）
定員 40人・予約制

上映会２ 海外雄飛を夢見て 資料保存講習会　映画フィルムの保存と活用

12 月 8日（土）午後 1時～ 4時
講師　鈴木伸和 (株式会社東京光音 )
　　　松信秀明 (株式会社東京光音 )
定員 30人・予約制

2019 年 3月 13日 ( 水 ) ～ 18 日 ( 月 )
会場：金武町立中央公民館

金武町移動展

10 月 27 日 ( 土 )　午後 2時～３時 30分­­
①『海の民　沖縄島物語』（1942 年制作）

上
映
会
１　

「
沖
縄
戦
と
《
戦
後
》」
を

開
催
し
ま
し
た

上映会の様子

▶開館時間：午前 9時～午後 5時（閲覧申請は午後 4時 30分まで）

▶休館日：月曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）、6月23日（慰霊の日）

※「金武町移動展」を除いて、すべて公文書館内での開催です。

9月 18日（火）～ 2019 年 3月 31日（日）
　王国時代から昭和初期までの琉球・沖縄史を
所蔵資料でふり返ります。


